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　2001 年 11 月、パリで開催された第 31 回ユネ
スコ総会で水中文化遺産１）に関する条約が採択
された。「水中文化遺産保護条約」（Convention 






















































































































































































現在のバイア港からポッツォーリの Pontile della 
Pirelli までの海岸付近一帯に広がっている。バイ
アの古代都市と、ローマ時代の波止場と倉庫として

























Posillipo にあるガイオラ Gaiola 海底遺跡とともに
イタリア環境省によって、水中公園として 2002 年




























Fig. ３　バイア城から望むバイア海底遺跡 Fig. ４　港から見る夕暮れのバイア城
Fig. ５　バイア海底遺跡 ・ 遺構配置図 (Miniero 2003) Fig. ６　バイア水中遺跡の保護ゾーン

















Villa of the Pisoni
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Fig. ７　Villa with vestibule 見学順路
（Courtesy : Baia Underwater Park)
Fig. ８　Villa of the Pisoni 見学順路
（Courtesy : Baia Underwater Park)
Fig. ９　Villa with vestibule コースにあるモザイク床
Fig. 10　Villa with vestibule コースにあるモザイク床
Fig. 12　Villa of the Pisoni 説明板
Fig. 11　Villa of the Pisoni の柱
Fig. 13　ローマ時代の石畳の道路
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ことができる（Figs.9,10）。一方、「Villa of the 
Pisoni」コースはピソニ Pisoni の邸宅を中心に見


















































































日 時間 場　所 船上見学コース（参加者10名） 潜水見学コース（参加者６名）










26日(日) 8:30 若者交流センター ミーティング
9:15 近浦港 記念撮影，潜水・調査器材説明




14:15 赤丸瀬海底遺跡 遺跡見学　・モニター見学 遺跡見学　・潜水見学　14:20～15:10






















































Fig. 16　キャプション （説明板） が取り付けられた海底の





















































































































































































































































































　Daniele Petrella,Nicola Severino,Giovanni 
Borriello,Tsao Cevoli,Stefania D'Amato,Lidia 
Vignola,Simona Salmieri,David Nutley,Ross 
Anderson
　木村淳、Devid Nutley,Ross Anderson、吉崎伸
    （敬称略、順不同）
註
１）「水中文化遺産保護条約」にある「水中文化遺産」
の定義は、「文化的、歴史的又は考古学的性質を有する
人間の存在のすべての痕跡であって、その一部又は全部
が定期的又は継続的に少なくとも百年間水中にあった次
のものをいう。（ⅰ）遺跡、構築物、建造物、人工物及
び人間の遺骸で考古学的及び自然的背景を有するもの、
（ⅱ）船舶、航空機その他の乗物若しくはその一部又は
その貨物その他の積載物で考古学的及び自然的背景を有
するもの、（ⅲ）先史学的性質を有する物」である。
２）正確には 20 番目の国又は地域の批准書（受諾書、
承認書、加入書）が寄託された日の後３ヶ月で、寄託し
た 20 の国又は地域についてのみ効力を発するものであ
る。
３）ブルガリア、カンボジア、クロアチア、エクアドル、
レバノン、リビア、リトアニア、メキシコ、ナイジェリ
ア、パナマ、パラグアイ、ポルトガル、ルーマニア、セ
ントルシア、スペイン、ウクライナの 16 ヶ国。
４）「附属書　水中文化遺産を対象とする活動に関する
規則」
Ⅰ　一般規則　
　第一規則　現地保存による水中文化遺産の保護を
第一の選択肢として考慮する。したがって、水中文
化遺産を対象とする活動については、水中文化遺産
の保護に適合する方法で許可するものとし、この要
件を満たすことを条件として、水中文化遺産の保護、
知識又は向上に重要な貢献をするために許可するこ
とができる。
　第七規則　現地にある水中文化遺産の公開は、こ
のようなアクセスが保護及び管理と両立しない場合
を除くほか、促進される。
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